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イチゴ「麗紅」のビニル被覆時期試験
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麗紅は福島県内では53年度にかなり導入され評価はさま

ざまであるが,来年度も継続栽培されるもようである。

麗紅の栽培法については導入間もないため確立していな

い面があるが,と くに宝交早生より休眠が浅く草勢がおう

勢なのでビニル被覆時期の把握が重要である。千葉農試の

成績では11月 中旬に休眠が最も深くなるが,しかしこの時
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10月 被覆作型 (無休眠促成栽培――無電照,無冷蔵,無加

温 )お よび11月 被覆作型 (半促成栽培 )に おける被覆時期

試験の結果を報告する。

1 10月 被覆作型

試験方法 : 53年 7月 25日 に子首を仮植し, 3月 29日

と,月 5日 の2回に定植した。ビニル被覆は10月 11日 ,211

日,30日 の3回に行なつた。 45%間 口,奥行27πのパイ

プ´ヽウスを用い,こ の′ヽウスを 3等分して 3回の被覆時期

に当て,ま た被覆後は各被覆間の仕切りはせず同一の温度

管理とした。 2条植え,株間 18σ2と した。保温は二重カー

テン+小 トンネル(11月 1日 ～3月 25日 )に よつた。

試験結果

生育 : 苗の大きさは,定植直前の降雨のために
'

月 5日 定植苗は首重が360,と 大きくなり, 8月 29日 定植

百 (苗重 160′ )と の差が大きかつた。ビニル被覆後の生

育は各区ともわい化の様子がみられた。被覆時期がおそい

方が株張 り,葉柄長,葉の大きさは小さく,葉数では多く

なつた。

開花 : 開花始めは被覆がおそい方がおくれる傾向

を示したが,被覆から開花までの日数では短かくなつてい

た。定植期,1の開花の早晩は被覆時期r_ょ り異なった。

10月 11日 ,20日 の両被覆区では 8月 29日定植より9月 5日

定植の開花が早く,10月 30日被覆では8月 2,日 定植の開花

が早かつた。

収量 : 平均収穫始めは開花始めが早いはど早まつ

たが,差は縮まつた。NQ 2(9月 5日 定植,10月 11日 被覆)

とm4(9月 5日 定植,10月 21日 被覆 )が 2月 8日 で最も

早かつた。

図 1 10月 被覆作型の時期別収量

また,2月 下旬までの初期収量はM4が最も多かつた

(147t/10a)。 4月 下旬までの総収量もNQ4が最も多く

354t/10aで あつた。大果割合(17′ 以上 )ではm3(8
月29日定植,10月 20日 被覆 )が低かつた (367¢ )はかは

大査なかつた (416～ 437%)。

考察 : 被覆がおそい方がわい化は強く,ま た花数

および花房数は各被覆とも9月 5日 定植区がまさつた。こ

のためにNQ 4の 初期および総収量が最も多かったものと思

われる。なお,麗紅は促成栽培としては全般に収穫始めが

おそく,また初期収量が少なく,低温期の着色不良もみら

れた。このことから初期の高温管理の徹底および厳冬期の

保湿対策をはかる必要があると思われた。

2 11月 被覆作型

試験方法 : 被覆時期を11月 10日 ,21日 ,30日 の3回

とした。10月 被覆作型と同様に 45π 間 口.奥行27π のパ

下

　
　
中

』
％

″
″
″

』
％

″
‰

″

］
％

″
″
″

嚇
‰

″
‰

″

虚
％

″
″
″

Ｍ
」の定
植
Юｍ
被
覆

(140a)



-142- 東 北 農 業 研 究 第 25号 (1979)

イプ´ヽウスを用い,こ のハウスを 3等分して 3回の被覆時

期に当てた。それぞれの被覆時期ごとに A.早期仮植―早

期定植区 (7月 25日 -9月 5日 )「 9月 5日 定植区 J B

普通育苗区 (3月 17日 -10月 5日 )「 10月 5日 定植区Jを

設けた。保温はホカホカマット+ポ リの トンネル被覆によ

った (12月 1日 ～ 3月 25日 )。 二重カーテンは用いなかっ

オニ。

試験結果

低温遭遇量 : 5℃ 以下の低温遭遇量は■月10日 で

,6時間,20日 で130時間,30日 で 194時間であった。

生育 : 11月 10日被覆はわい化が強く,草勢が劣っ

た。 11月 20日被覆でもややわい化し, 11月 30日 被覆に

なつてわい化しなくなつた。また, 9月 5日 定植区は10月

5日 定植区より草勢はおう盛であったが,後半両区の差は

縮まった。

開花 : 9月 5日 定植区の間では被覆時期がおそい

方が頂花房の花数は多くなつた。しかし10月 5日 定植区の

間ではこの傾向は認められなかつた。また10月 5日 定植区

は,月 5日 定植区より開花がおくれた。

収量 : 収穫始めはNQ l(9月 5日 定植,11月 10日

被覆 )が 2月 5日 で最も早かつた。 3月 31日 までの初期収

鰍は被覆が早い方が多く,また, 9月 5日 定植区が10月 5

日定植区より初期収量が多かつた。後期収量は,11月 20日 ,

30日 被覆が多くなつた。総収量ではNQ lが最も多収だった。

授粉はミツ′ヾチによったが,二重カーテンを用いなかつた

ために温度が確保できず,奇型果の割合が高くなつた(149

～ 368%)。 被覆がおそいはど奇型果が多い傾向になつた

が,´ ウヽスの向きが東西なので試験区の間で温度差が開い

たことが影響していると思われる。また 5月 に入りうどん

こ病の発生が著しかつた。

考察 : 11月 10日 被覆が初期収量,総収量ともに

多収ですぐれた。ただし,こ の被覆では10月 5日 定植区の

収量が低下しているので,こ の時期の被覆では早期仮植 ,

早期定植により株の充実をはかることが必要と思われる。

従来の 8月 中旬仮植,10月 上旬定植の場合は■月20日 被覆

がすぐれた。
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図 2 11月 被覆作型の時期別収量

なお,11月 被覆では トンネルだけでの保温では不足で二

重カーテンが必要と思われる。

引  用  文  献

1)成川 昇 土岐知久 イチゴ「 魔紅 」の栽培法に関

する試験 (1)保温開始期. 関東・東山地域野菜試験

成績概要 108(1977).

％

″

　

″

　

″

％

″

‰

″

％

″
　

″

　

″

％

定

植

‰

被

覆

下
　
中

　

上

No 3   No 4   No


